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ま
え
が
き

関
西
ミ
ッ
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が

一
九
八
〇
年
に
発
足
し
て
か
ら
、　
一
つ
の
大
き
な
働
き
は
ロ
ー
ヌ
ザ
ン
宣

教
シ
リ
ー
ズ
の
出
版
で
あ
っ
た
。
「福
音
と
文
化

―
―
ウ
ィ
ロ
ー
バ
ン
ク

●
リ
ポ
ー
ト
　
第
二
号
」
「難
民

へ
の
伝
道
　
第

五
号
」
「中
国
人

へ
の
伝
道
　
第
六
号
」
「伝
道
と
世
俗
化
　
第
八
号
」
「伝
道
と
新
宗
教
　
第

一
一
号
」
「イ
ス
ラ
ム
教

徒

へ
の
伝
道
　
第

一
三
号
」
「伝
道
と
仏
教
徒
　
第

一
五
号
」
「
シ
ン
プ
ル
・
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
ヘ
の
す
す
め
　
第
二

十
号
」
「伝
道
と
社
会
的
責
任

―

グ
ラ
ン
ド

・
ラ
ピ
ッ
ヅ

ｏ
レ
ポ
ー
ト
　
第
二
一
号
」
の
出
版
に
続
き
、
日
本
宣
教
を

分
析
し
た
三
冊
の
本
、
「名
目
上
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
　
第
二
三
号
」
「続

・
名
目
上
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
　
第
二
三
号
」
「日

本
人
に
よ
る
海
外
宣
教
の
歩
み
」
、
ま
た
、
「
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
か
ら
マ
ニ
ラ
ま
で

―

マ
ニ
ラ
宣
言
全
文
訳
お
よ
び
そ
の
解
説

付
」
を
出
版
で
き
た
。　
一
番
大
き
な
働
き
は
ボ
ッ
シ
ュ
の

「宣
教
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
」
上
巻
、
下
巻
の
監
修
と
出
版

の
協
力
で
あ
る
。

今
回
、
二
〇
〇
四
年
九
月
二
九
日
か
ら
十
月
五
日
ま
で
に
タ
イ
の
パ
タ
ヤ
で
開
か
れ
た
ロ
ー
ザ
ン
メ
研
究
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
お
い
て
な
さ
れ
た
分
科
会
の
中
で
、
と
り
あ
え
ず

「
ユ
ダ
ヤ
人
伝
道
　
第
二

一
号
」
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
続
け
て
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
翻
訳
出
版
で
き
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。
（英
訳
原
文
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
〓
６
¨ヽ
１ヽ
１
■
・】〓
∽”ヨ
の
・ｏ
【ヽ
”
〓
ｘ
ぼ
”∞
①Ｈ∪
＝
Ｐミ
圏
で
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
）。

こ
の
翻
訳
の
労
を
と
っ
て
く
だ
さ
っ
た
近
藤
宏
子
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。
ま
た
監
修
は
神
戸
ミ
ッ
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
主
事

ｏ
有
木
義
岳
、
理
事

・
鍋
谷
売
爾
師
が
行
い
、
神
戸
ル
ー
テ
ル
聖
書
学
院

・
飛
鷹
美
奈
子
さ
ん
の
協
力

(一 )



年
に
よ
っ
て
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
伝
道
の
現
状
を
知
る
こ
と
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の

活
性
化
に
つ
な
が
り
、
小
さ
な
日
本
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
群
れ
も
、
神
の
国
の
世
界
的
な
規
模
の
中
で
役
割
が
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
目
覚
め
、
新
し
い
賜
物
が
起
こ
さ
れ
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
る
。

関
西
ミ
ッ
シ
ョ
ン
●
リ
サ
ー
チ

●
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
子
安
敏
夫

主
　
事
　
有
木
義
岳

(I11)



ュ
ダ
ヤ
人
の
歴
史

【紀
元
前
】
一
六
七
　
ア
ン
テ
イ
オ
カ
ス
Ⅳ
の
迫
害
。

一
六
四
　
ユ
ダ

ｏ
マ
ッ
カ
バ
イ
オ
ス
の
蜂
起
開
始
。

【紀
元
】
三
〇
　
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
日
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
誕
生
。

四
九
　
エ
ル
サ
レ
ム
会
議
、
ユ
ダ
ヤ
人
信
仰
者
に
対
し
て
異
邦
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
立
場
が
認
め
ら
れ
る
。

七
０
　
エ
ル
サ
レ
ム
の
陥
落
、

ユ
ダ
ヤ
人
信
仰
者
と
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
決
定
的
な
分
離
。

〓
ニ
ニ
ー
五
　
バ
ル
・
コ
ク
バ
の
反
乱
。

三

一
〓
一　
コ
ン
ス
タ
ン
チ
メ
ス
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
公
認
。

三
二
五
　
二
ケ
ア
会
議
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
反
ユ
ダ
ヤ
的
な
立
場
が
確
立
す
る
。

三
九
二
　
キ
リ
ス
ト
教
は
国
家
宗
教
と
な
り
、
日
曜
日
以
外
に
休
日
を
守
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
。

六
三
四
―

¨
０
九
九
　
ア
ラ
ブ
お
よ
び
、
セ
ル
ジ

ュ
ク

・
ト
ル
コ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
支
配
。

一
０
九
九
―

一
二
九

一　
十
字
軍
の
侵
攻
と
パ
レ
ス
チ
ナ
支
配
。

一
０
九
六
―
九
九
　
第

一
次
十
字
軍
の
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺

（
ラ
イ
ン
川
流
域
）
。

一
二
九
〇
　
ユ
ダ
ヤ
人
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
追
放
。

一
二
九

一
―

一
五
六

一
　

エ
ジ
プ
ト
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
パ
レ
ス
チ
ナ
支
配

(三二)



〓
二
三
二
　
ユ
ダ
ヤ
人
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
追
放
。

〓
二
四
八
―
五
０
　
ペ
ス
ト
流
行
に
伴
う
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
。

一
四
八
０
　
ス
ペ
イ
ン
の
異
端
尋
問
始
ま
る
。

¨
四
九
二
　
ユ
ダ
ヤ
人
の
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
追
放
。

一
五

一
六
―

一
九

¨
七
　
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
帝
国
の
パ
レ
ス
チ
ナ
支
配
。

一
六
二
四
　
イ
タ
リ
ア
の
グ
ッ
ト
ー
設
置
。

一
六
四
八
―
四
九
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
。

一
七
四
五
　
ユ
ダ
ヤ
人
の
プ
ラ
ー
ハ
追
放
。

一
七
八
八
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
イ
ダ
マ
ッ
ク
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
。

¨
七
九
〇
―
九
二
　
モ
ロ
ッ
コ
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
。

一
七
九

¨
　

ロ
シ
ア
、　
ユ
ダ
ヤ
人
居
留
地
を
設
定
。
フ
ラ
ン
ス
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
平
等
の
権
利
を
認
め
る
。

一
八

一
九
　
ド
イ
ツ
を
中
心
に
反
ユ
ダ
ヤ
騒
動
広
ま
る
。

一
八
八

Ｔ
Ｉ
八
四
　
ロ
シ
ア
の
ポ
グ
ロ
ム
。

一
八
八
二
　
ユ
ダ
ヤ
人
の
ロ
シ
ア
か
ら
の
パ
レ
ス
チ
ナ
移
住
。

一
八
八
五
　
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系

ユ
ダ
ヤ
人
を
追
放
。

一
八
九
四
　
ド
ン
フ
ュ
ス
事
件
。

ヘ
ル
ツ
エ
ル
の
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
。

一
八
九
七
　
第

一
回
シ
オ
ニ
ス
ト
会
議

（
バ
ー
ゼ
ル
）
。

一
九
０
四
　
ヘ
ル
ツ
エ
ル
は
ピ
ウ
ス
六
世
に
面
会
を
求
め
た
が
、
法
王
は
、
「
ュ
ダ
ヤ
人
は
主
を
認
め
て
い
な
い
か
ら
、

わ
た
し
も
ユ
ダ
ヤ
人
を
認
め
な
い
」
と
い
っ
て
面
会
を
拒
否
。

(2コ )



一
九
〇
五
―
六
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ッ
サ
ラ
ビ
ア
、
ビ
ア
ウ
イ
ス
ト
ク
で
ポ
グ
ロ
ム
。

一
九
０
五
　
第
二
回
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
、
パ
レ
ス
チ
ナ
移
住
。

¨
九
〇
九
　
テ
ル
・
ア
ビ
ブ
建
設
。

一
九

一
四
―

一
八
　
第

一
次
世
界
大
戦
。
フ
セ
イ
ン
ｏ
マ
ク
マ
ホ
ン
書
簡
に
よ
り
、
中
東
に
ア
ラ
ブ
国
家
の
建
設
を

約
束
す
る
。

¨
九

三
ハ
　
サ
イ
ク
ス
・
ピ
コ
協
定
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
は
中
東
を
分
割
統
治
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
九

一
七
　
バ
ル
フ
オ
ア
宣
言
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
ユ
ダ
ヤ
国
家
の
建
設
を
支
持
す
る
。

一
九

一
七
　
イ
ギ
リ
ス
軍

エ
ル
サ
レ
ム
を
占
領
、
ト
ル
コ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
支
配
終
わ
る
。

一
九

一
七
―
二

一
　

ロ
シ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ポ
グ
ロ
ム
、
ロ
シ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
難
民
、
日
本
流
入
。

一
九
二
〇
―
二

¨
　

ア
ラ
ブ
の
反

ユ
ダ
ヤ
暴
動
。

一
九
二
五
　
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
開
校
。

¨
九
三
五
　
二
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
人
種
法
、
ド
イ
ツ
会
議
で
承
認
さ
れ
る
。

¨
九
三
九
　
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
占
領
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
は
じ
ま
り
。

一
九
四
０
　
ナ
チ
ス
占
領
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
リ
ト
ア
ニ
ア
に
逃
亡
し
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
に
杉
原
、
千
畝
領
事
、

通
過
ヴ
ィ
ザ
発
給
。
六
千
人
、
日
本

へ
流
入
。

一
九
三
九
―
四
五
　
第
二
次
世
界
大
戦
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ユ
ダ
ヤ
人
、
連
合
国
側
に
立

っ
て
、
ド
イ
ツ
と
戦
う
。

一
九
四
二
　
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
最
終
解
決
を
ワ
ン
ゼ
ー
会
議
で
討
議
。

ユ
ダ
ヤ
人
の
抹
殺
計
画
承
認
。

¨
九
四
五
　
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ユ
ダ
ヤ
人
生
き
残
り
の
パ
レ
ス
チ
ナ
移
住
を
阻
止
。

一
九
四
六
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
ポ
グ
ロ
ム
発
生
。

(ヨ1)



¨
九
四
七
　
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
を
国
連

へ
付
託
。
国
連
は
、
十

一
月
、
パ
レ
ス
チ
ナ
分
割
を
決

議
。

一
九
四
八

・
五

・
一
四
　
イ
ギ
リ
ス
の
委
任
統
治
終
了
。
イ
ス
ラ
エ
ル
独
立
宣
言
。

¨
九
四
九
　
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ア
ラ
ブ
四
カ
国
と
休
戦
協
定
。　
一
九
五
〇
―
五
六
年
、
反
イ
ス
ラ
エ
ル
、
テ
ロ
激
化
、

パ
レ
ス
チ
ナ
の
ア
ラ
ブ
難
民
と
ア
ラ
ブ
世
界
か
ら
の
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
発
生
。

一
九
五
二
　
日
本
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
国
交
樹
立
。

一
九
六
七
　
六
日
戦
争
。

一
九
六
七
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
ポ
グ
ロ
ム
発
生
。

一
九
七
一
一　
日
本
赤
軍
に
よ
る
ロ
ッ
ド
空
港
乱
射
事
件

（五
月
）
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
村
襲
撃
事
件

（九

月
）。

¨
九
七
三
　
ア
ラ
ブ
に
よ
る
石
油
戦
略
に
よ
り
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
。

一
九
七
四
―
八
二
　
イ
ス
ラ
エ
ル
と
エ
ジ
プ
ト
の
長
い
交
渉
の
末
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
エ
ジ
プ
ト
に
シ
ナ
イ
返
還
。

一
九
八
０
１
八
八
　
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
。

一
九
八
七
　
ガ
ザ
西
岸
で
イ
ン
テ
イ
フ
ァ
ダ
発
生
。
過
激
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
者

ハ
マ
ス
、
ヒ
ズ
ボ
ラ
、
反
イ
ス
ラ

エ
ル
・
テ
ロ
を
激
化
。

¨
九
八
九

・
四
　
ウ
イ
ロ
ー
バ
ン
ク
宣
言
。

一
九
八
九
　
ソ
連
邦
の
崩
壊
と
混
乱
。
そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
ロ
シ
ア
か
ら
の
大
量
移
住
始
ま
る
。

一
九
九
〇
　
湾
岸
戦
争
。

一
九
九
二
　
イ
ス
ラ
エ
ル
と
Ｐ
Ｌ
Ｏ
の
相
互
承
認
。
パ
レ
ス
チ
ナ
暫
定
自
治
原
則
に
調
印
。

一ハ



一
九
九
八

ｏ
〓
一　
ョ
ハ
ネ

・
パ
ウ
ロ
ニ
世
、
「わ
た
し
た
ち
は
記
憶
に
と
ど
め
ま
す

―
―
シ
ョ
ア
ー
を
反
省
し
て

―
，
」

発
表
。

二
〇
０
四

・
一
中
　
ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
、
死
亡
。

二
〇
０
五
　
　
幅
八
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
五
〇
〇
キ
ロ
の
分
離
の
壁
が
で
き
る
。

二
〇
０
六

，
一
　

ハ
マ
ス
、
選
挙
に
勝
利
。

(七)



ロ
ー
ザ
ン
ヌ
・
特
別
報
告
作
成
の
基
本
的
考
え

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
運
動
は

「全
世
界
に
全
き
福
音
を
伝
え
る
全
き
教
会
」
を
め
ざ
し
て
奉
仕
す
る
国
際
的
運
動
で
す
。

エ
ジ
ン
バ
ラ

（
一
九

一
〇
年
）
と
ベ
ル
リ
ン

（
一
九
六
六
年
）
で
行
な
わ
れ
た
歴
史
的
会
議
を
母
胎
と
し
て
、
ロ
ー

ザ
ン
メ
運
動
は
、
伝
道
者
ビ
リ
ー

・
グ
ラ
ハ
ム
の
呼
び
か
け
で
、　
一
九
七
四
年
七
月
ス
ィ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
メ
で
開
催
さ

れ
た
第

一
回
世
界
伝
道
国
際
会
議
か
ら
、
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
の
画
期
的
成
果
は
、　
一
五
〇
ヶ
国
か
ら
参
加
し

た
二
四
三
〇
人
の
出
席
者
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
た
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
誓
約
で
す
。
こ
の
誓
約
は
、
信
条
の
中
に
歴
史
的
に
宣

言
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
私
達
の
信
仰
に
、
宣
教
の
明
ら
か
な
新
次
元
を

加
え
る
も
の
で
す
。
多
く
の
活
動
が
、
こ
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
会
議
か
ら
、
ま
た

一
九
八
九
年

マ
ニ
ラ
で
開
か
れ
た
第
二
回

会
議
か
ら
、
生
ま
れ
ま
し
た
。
多
く
の
言
語
で
書
か
れ
た
こ
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
誓
約
と
多
く
の
地
域
活
動
及
び
ロ
ー
ザ
ン

ヌ
の
名
の
下
に
行
な
わ
れ
た
特
別
会
議
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
■
１
■
・
Ｆ
‘
∽８
●
①
・ｏ
【∞
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
国
際
委
員
会
は
、
世
界
中
か
ら
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
指
導
者
を
集
め
る
会
議
を
再
び
開
く
よ
う
に
、
聖
霊

が
導
か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。
今
回
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
国
際
委
員
会
は
、
若
い
指
導
者
達
を
参
加
さ
せ
る
こ
と

を
計
画
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
日
急
速
に
教
会
が
成
長
し
て
い
る
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
人
々
が
会
議
に
出
席
で
き
る

よ
う
に
資
金
調
達
に
努
力
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
を
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
呼
ぶ
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

は
、
計
三

一
の
分
科
会
で
討
議
さ
れ
る
議
題
の
ど
れ
か
ひ
と
つ
に
意
見
を
発
表
で
き
る
人
で
あ
れ
ば
参
加
が
許
さ
れ
ま

し
た
。
分
科
会
の
議
題
は
、
世
界
に
福
音
を
伝
え
る
と
い
う
私
た
ち
の
任
務
の
中
で
、
今
日
何
が
重
要
な
議
題
で
あ
る

か
を
知
る
た
め
の
調
査
が
な
さ
れ
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
特
別
報
告
は
こ
れ
ら
の
分
科
会
の
ひ
と
つ
か
ら
生
ま
れ

(八 )



た
報
告
で
す
。
各
特
別
報
告
書
は
各
分
科
会
で
作
成
さ
れ
、
ヨ
ヨ
要
・
Ｆ
嘔
∽や●
●
①
・ｏ
『∞
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
に
開
催
さ
れ
た
世
界
伝
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は

「新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
、
新
し
い
教
会
、
新
し
く
さ

れ
た
召
命
」
で
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
二
〇
〇
四
年
九
月
二
九
日
～
十
月
五
日
、
タ
イ
国
の
パ
タ
ヤ
で
開
か
れ
ま

し
た
。　
一
三
〇
ヶ
国
か
ら
集
ま

っ
た

一
五
三
〇
人
の
出
席
者
は
、
〓
〓

の
分
科
会
の
ど
れ
か
ひ
と
つ
に
参
加
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
結
び
と
し
て
採
択
さ
れ
た
宣
誓
文
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

真
剣
な
討
議
と
祈
り
の
中
に
、
共
に
労
す
る
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
世
界
の
諸
地
域
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
文
化
を
も

っ
た
代
表
者
達
が

一
堂
に
会
し
、
お
互
い
か
ら
学
び
合

い
、
世
界
宣
教
の
た
め
に
、
聖
霊
に
新
し

い
導
き
を
求
め
ま
し
た
。
参
加
者
達
は
聖
霊
の
導
き
の
下
に
、
共
に
行
動
し
た
の
で
す
。

近
年
、
世
界
の
政
治
、
経
済
に
お
け
る
劇
的
変
化
は
、
教
会
の
宣
教
の
あ
り
方
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
東
と
西
の
両
極
化
は
、
教
会
が
現
在
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
に

つ
い
て
神
の
導
き
を
求
め
る
こ
と
を
最
優
先
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

三

一
の
分
科
会
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
新
し
い
現
実
、
す
な
わ
ち
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
メ
デ
ィ
ア
の
社
会
的
役
割
、

貧
困
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ヘ
の
迫
害
、
家
庭
崩
壊
、
政
治
的
、
宗
教
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思
想
、

幼
児
虐
待
、
都
市
化
、
障
害
者
の
軽
視
な
ど
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
分
科
会
が
世
界
宣
教
の
重
要
な
方
策
を
求
め
て
取
り
組
ん
だ
時
、
大
き
な
前
進
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
分
科
会
が
明
確
な
指
針
を
提
示
す
る
こ
と
に
力
を
注

い
だ
時
、
さ
ら
に
大
き
な
伝
道
戦
略
が
明
ら
か
に

な

り

ま

し

た

。

分
科
会
に
お
い
て
、
第

一
に
、
教
会
の
主
要
な
努
力
は
、
福
音
を
知
る
チ
ャ
ン
ス
の
無

い
人
々
に
向
け
ら
れ
　
　
軌



る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
福
音
が
ま
だ
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
六
千
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
、　
　
↓

自
立
教
会
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
援
助
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
中
心
課
題
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜

第
二
に
、
主
の
御
言
葉
は
、
隣
人
を
私
達
自
身
の
よ
う
に
愛
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
御
言
葉
の

実
践
に
お
い
て
私
達
は
足
り
な
い
者
で
す
。
私
達
は
、
障
害
を
持

つ
人
々
、
周
辺
に
追
い
や
ら
れ
た
人
々
、
あ

る
い
は
私
達
と
は
異
な
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
霊
的
見
解
を
持

つ
人
々
に
、
愛
と
憐
れ
み
を
持

っ
て
、
仕
え
て

い
く
決
意
を
新
た
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
世
界
人
口
の
多
数
を
占
め
る
子
ど
も
や
若
い
人
々
に
福

音
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
献
身
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
年
の
中
に
は
、
虐
待
を
受
け
た
り
、

奴
隷
に
さ
せ
ら
れ
た
り
、
軍
隊
に
強
制
的
に
入
れ
ら
れ
た
り
、
児
童
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
人
々
が

多
い
の
で
す
。

第
三
に
、
教
会
の
成
長
は
今
や
西
側
世
界
の
外
側
で
加
速
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
戦
略
を
立
て
る
ベ

き
で
す
。
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
参
加
者
を
通
し
て
、
私
達
は

「南
」
の
教
会
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
性
質
と
急
速
な
成
長
を
知

っ
て
い
ま
す
。
「南
」
か
ら
来
た
参
加
者
達
は
ま
す
ま
す
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

第
四
に
、
世
界
に
は
、
知
識
が
ス
ト
ー
リ
ー
と
い
う
形
式
を
通
し
て
伝
達
さ
れ
る
方
が
、
良
く
理
解
で
き
る

人
々
が
多
く
い
ま
す
。
世
界
人
口
の
か
な
り
の
部
分
は
、
書
き
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て

し
か
知
識
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
、
あ
る
い
は
し
た
く
な
い
人
々
か
ら
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
に
、
そ
う
い
う
人
々
に
は
ス
ト
ー
リ
ー
と
い
う
形
式
や
讐
え
話
を
用
い
て
福
音
を
伝
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

第
五
に
、
私
達
は
教
会
が
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
て
未
信
者
を
霊
的
真
理

へ
と
導
く
方
法
に
彼
等
の
文
化
を
採
り



入
れ
た
り
、
ま
た
彼
等
の
文
化
的
背
景
に
ふ
さ
わ
し
い
方
法
で
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
宣
べ
伝
え
る
よ
う
に
求

め
ま
す
。

最
後
に
、
私
達
は
す
べ
て
の
信
者
達
が
祭
司
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
教
会
は
、

女
性
を
、
男
性
を
、
若
い
人
々
を
訓
練
し
、
励
ま
し
、
力
づ
け
て
、
世
界
に
伝
道
す
る
場
に
お
い
て
、
証
人
と

し
て
、
同
労
者
と
し
て
自
分
達
に
与
え
ら
れ
た
召
命
を
全
う
す
る
よ
う
に
、
と
求
め
ま
す
。
「変
革
」
は
ワ
ー
ク

グ
ル
ー
プ
か
ら
生
ま
れ
た
テ
ー
マ
で
し
た
。
私
達
は
、
私
達
自
身
が
常
に
変
革
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
認
め
ま
す
。
私
達
を
聖
霊
の
導
き
と
神
の
御
言
葉
に
委
ね
続
け
て
、
社
会
的
、
経
済
的
変
革
に
対
応
で
き
る

方
法
で
、
キ
リ
ス
ト
に
あ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
仲
間
達
と
共
に
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
め
ま
す
。

私
達
は
、
福
音
の
広
が
り
と
神
の
御
国
の
建
設
が
、
身
体
と
心
と
精
神
と
霊
に
関
連
が
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
私
達
は
、
私
達
の
奉
仕
が
社
会
と
福
音
宣
教
と
に
完
全
に
結
び
つ
く
よ
う
に
と
求
め
ま
す
。

私
達
は
、
世
界
中
で
信
仰
の
ゆ
え
に
迫
害
さ
れ
て
い
る
人
々
の
た
め
に
、
命
の
危
険
に
い
つ
も
さ
ら
さ
れ
て

い
る
人
々
の
た
め
に
祈
り
ま
す
。
私
達
は
患
難
の
中
に
あ
る
兄
弟
姉
妹
を
支
え
ま
す
。
私
達
は
、
迫
害
さ
れ
て

い
る
教
会
の
抱
え
る
現
実
が
、
キ
リ
ス
ト
の
全
き
か
ら
だ
に
と

つ
て
、
ま
す
ま
す
祈
り
の
課
題
と
な

っ
て
い
る

こ
と
を
知

っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
私
達
は
ど
こ
に
あ

っ
て
も
、
良
心
の
自
由
と
い
う
権
利
を
守
る
た
め
に
戦

う
時
で
あ

つ
て
も
、
私
達
の
敵
を
愛
し
、
善
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
知

っ
て
い
ま
す
。

私
達
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
エ
イ
ズ
の
蔓
延
に
深
く
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
歴
史
上
、
人
類
に
と

つ
て
最
大
の
緊

急
課
題
で
す
。
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
運
動
は
こ
の
病
気
に
対
し
て
全
教
会
が
祈
り
、
応
答
す
る
よ
う
に
求
め
ま
す
。

九
月

一
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
テ
ロ
と
そ
の
報
復
合
戦
は
、
福
音
や
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
　
　
＞

如
何
な
る
国
や
地
域
を
も
擁
護
す
る
た
め
の
も
の
と
な

っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
私
達
に
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
　
　
Ｌ



ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
政
治
形
態
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
と
私
達
は
確
信
し
ま
す
。
私
達
は
戦
間
に
よ
っ
　
　
つ
一

て
も
た
ら
さ
れ
る
死
と
破
壊
に
心
を
留
め
、
嘆
き
悲
し
み
ま
す
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
平
和
の
た
め
に
祈
り
、
和
　
　
＜

解
の
働
き
に
積
極
的
に
加
わ
り
、
紛
争
を
宗
教
戦
争
に
変
え
る
よ
う
な
全
て
の
企
て
を
避
け
る
よ
う
に
求
め
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
務
め
は
平
和
を
作
り
出
す
者
に
な
る
こ
と
で
す
。

私
達
は
平
和
と
和
解
の
た
め
に
祈
り
ま
す
。
ま
た
私
達
の
宣
教
活
動
を
通
し
て
、
平
和
を
も
た
ら
す
方
法
に

神
の
導
き
が
あ
る
よ
う
に
祈
り
ま
す
。
私
達
は
福
音
を
宣
べ
伝
え
る
機
会
の
扉
が
開
か
れ
る
よ
う
に
、
神
が

国
々
の
事
情
に
ご
介
入
下
さ
る
よ
う
に
と
、
祈
り
ま
す
。
私
達
は
、
教
会
が
す
べ
て
の
信
者
達
に
働
き
か
け
、

地
域
社
会
そ
し
て
世
界
宣
教
の
た
め
に
集
中
し
て
、
た
え
ず
祈
る
よ
う
に
、
励
ま
し
を
与
え
る
よ
う
に
と
祈
り

ま
す
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、̈
男
性
、
女
性
が
共
に
手
を
携
え
て
活
動
し
、
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
に
、
世
界
中
の
教
会
が
、
男
性
も
女
性
も
共
に
手
を
携
え
て
、

良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
与
え
ら
れ
た
賜
物
を
最
大
限
に
用
い
て
、
世
界
宣
教
の
た
め
に
労
す
る

よ
う
に
と
、
求
め
ま
す
。

私
達
は
ま
た
、
将
来
の
指
導
者
を
育
成
す
る
こ
と
に
も

っ
と
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま

す
。
私
達
は
、
将
来
生
き
生
き
と
奉
仕
す
る
指
導
者
達
を
生
み
出
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
を
、
教
会
が
真

剣
か
つ
創
造
的
に
考
え
る
よ
う
に
と
、
求
め
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
地
域
教
会
か
ら
多
く
の
事
例
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
提
案
に
つ
い
て
は

ロ
ー
ザ
ン
メ

ｏ
ウ
ェ
ブ
サ
ィ
ト
で
、
ま
た
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
特
別
報
告
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
イ
と
行
動
計
画
を
神
が
用
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
、
神
の
教
会
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
用
い
て
、
明

確
か
つ
適
切
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
人
々
や
地
下
抵
抗



運
動
者
達
に
届
き
、
そ
う
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
福
音
を
聞
く
機
会
を
与
え
ら
れ
、
福
音
に
応
答
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
と
い
う
の
が
、
私
達
の
祈
り
な
の
で
す
。

私
達
を
暖
か
く
迎
え
て
く
だ
さ

っ
た
タ
イ
国
の
教
会
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。
私
達
は
地
の
四
隅
か
ら
こ
こ
に

集
ま
る
こ
と
の
で
き
た
特
権
を
感
謝
し
ま
す
。
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
醸
成
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
友

人
を
作
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
に
携
わ

っ
て
い
る
お
互
い
を
励
ま
し
合

い
ま
し
た
。
多
く
の
地
で
福

音

へ
の
抵
抗
が
あ
り
ま
す
。
宗
教
的
、
文
化
的
に
根
強

い
伝
統
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
達
は
こ
の
フ
オ

ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
の
統
治
に
従
順
で
あ
ろ
う
と
し
て

「新
し
く
さ
れ
た
召
命
」
を
受
け
入
れ
た
の

で
す
。
私
達
は
、
全
世
界
が
キ
リ
ス
ト
を
通
し
て
神
の
救

い
の
恵
み
を
受
け
入
れ
る
機
会
を
持

つ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
心
を
尽
く
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
誓
約
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
果
に
対
す
る
、
参
加
者
の
応
答
を
表
明
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
全
き
教
会
が

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
果
に
刺
激
を
受
け
て

「神
の
召
命
」
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
決
意
を
強
め
て
行
く
こ
と
を
表
明
す
る
も

の
で
す
。

皆
様
が
イ
エ
ス
。
キ
リ
ス
ト
の
救
い
と
愛
を
告
げ
知
ら
せ
る
た
め
に
、
新
し
い
方
法
と
、
「新
し
く
さ
れ
た
召
命
」
を

求
め
る
時
、
こ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
イ
及
び
そ
の
実
践
的
な
提
案
と
他
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
特
別
報
告
が
、
皆
様
と
皆
様
の
教

会
に
と
つ
て
大
い
に
役
立

つ
も
の
と
さ
れ
ま
す
よ
う
に
願

っ
て
い
ま
す
。

デ

イ
ヴ

イ

ッ
ド

ｏ
ク

レ
イ
ド

(■ )
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は
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を
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一
章
．
神
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
の
契
約
と
ユ
ダ
ヤ
人
伝
道
　
８

（
ａ
）
ユ
ダ
ヤ
人
イ
エ
ス
と
福
音
を
最
初
に
受
け
取

っ
た
人
々

（ｂ
）
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
以
降
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
対
話

（
ｃ
）
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
ユ
ダ
ヤ
人
伝
道

（ｄ
）

ユ
ダ
ヤ
人
伝
道
を
支
持
す
る
記
録

（
ｅ
）
「ダ
ブ
ル
ー

・
エ
メ
ッ
ト
」

・
ュ
ダ
ャ
人
伝
道
に
反
対
す
る

（ｆ
）
神
が
御
自
身
の
民
と
結
ば
れ
た
契
約

（
ｇ
）
契
約
に
つ
い
て
の
現
代
の
考
え

（ｈ
）
真
理
に
つ
い
て
の
論
争

（ｉ
）
神
学
的
矛
盾

（ｊ
）
置
換
神
学
の
他
の
か
た
ち



ｋ
）
「寛
容
性
」
の
テ
ス
ト

ー
）
ユ
ダ
ヤ
人
伝
道

―

―
誰
の
た
め
に
？

二
章
，
ュ
ダ
ヤ
人
社
会
と
ユ
ダ
ヤ
人
伝
道
　
２９

（
ａ
）
多
様
性
に
富
む
社
会

（ｂ
）
共
通
性

（
ｃ
）
各
時
代
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
伝
道

（ｄ
）

ユ
ダ
ヤ
人
信
者
と
ユ
ダ
ヤ
人
伝
道

（
ｅ
）

ュ
ダ
ヤ
人
伝
道

へ
の
反
対

（ｆ
）
反
対
派
の
戦
略

（
ｇ
）
ま
と
め

三
章
．
教
会
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
信
者
　
４５

（
ａ
）
メ
シ
ア
ニ
ッ
ク

・
ジ

ュ
ー
の
思
想

（ｂ
）
神
学
の
必
要
性

（
Ｃ
）
メ
シ
ア
ニ
ッ
ク

・
ジ

ュ
ー
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
　
・

（ｄ
）
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
の
神
学

（
ｅ
）
真
正
な
メ
シ
ァ
ニ
ッ
ク

・
ジ

ュ
ー
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ

（ｆ
）
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
メ
シ
ア
ニ
ッ
ク
の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ

2



（
ｇ
）
福
音
主
義
と
ュ
ダ
ヤ
人
伝
道
に
お
け
る
異
邦
人

（ｈ
）
律
法
と
は
何
か
？

（ｉ
）
メ
シ
ァ
ニ
ッ
ク

・
ジ

ュ
ー
と
預
言

（ｊ
）
神
の
唯

一
性
と
キ
リ
ス
ト
の
独
自
性

（ｋ
）
メ
シ
ァ
ニ
ッ
ク

ｏ
ジ

ュ
ー
の
将
来

四
章
・
ユ
ダ
ヤ
人
伝
道
の
際
に
直
面
す
る
諸
問
題
　
６４

（
ａ
）
和
解
に
至
ら
な
い

「真
理
に
つ
い
て
の
論
争
」

（ｂ
）
拒
絶
の
中
で

「
ユ
ダ
ヤ
人
は
イ
エ
ス
を
信
じ
な
い
」

（
ｃ
）
反
ユ
ダ
ヤ
主
義

（ｄ
）
現
代
の
マ
ル
キ
オ
ン
主
義

（
ｅ
）
終
末
論

（ｆ
）
和
解

（
ｇ
）

ユ
ダ
ヤ
人
伝
道
と
ム
ス
リ
ム
伝
道

五
章
・
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
イ
ー
ユ
ダ
ヤ
人
伝
道
に
お
け
る
戦
略
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
　
７２

（
ａ
）
地
域
レ
ベ
ル
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
伝
道

（ｂ
）
特
殊
な
ユ
ダ
ヤ
人
グ
ル
ー
プ

ヘ
の
伝
道

（
ｃ
）
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
伝
道

3



（ｄ
）
訓
練
と
教
育

（
ｅ
）
協
力
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

ｏ
ユ
ダ
ヤ
人
伝
道
団
体
と
教
会

六
章
．
今
日
、
私
達
は
祈
り
ま
す

・
天
に
ま
し
ま
す
我
ら
の
父
よ
。
　

９３

付
録
Ａ
　
　
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
・
ュ
ダ
ャ
人
伝
道
協
議
会

（Ｌ
Ｃ
Ｊ
Ｅ
）

付
録
Ｂ
　
　
ユ
ダ
ヤ
人
伝
道
を
支
援
す
る
Ｌ
Ｃ
Ｗ
Ｅ
の
声
明

付
録
Ｃ
　
　
ユ
ダ
ヤ
人
の
人
口

付
録
Ｄ
　
　
「
ユ
ダ
ヤ
人
と
異
邦
人
の
夫
婦
」

へ
の
伝
道

―

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
イ

著
者
た
ち
か
ら
の
ノ
ー
ト
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